
飼料作物の雑草防除に関する試験  

′J、林軟性・渡辺彬、今成竹正、菅原兼太郎  

1．呂  的   

飼料作物は在閲期間か短かい鴎や、単価げ、低い作物であるためこ一役島車部門で除草河鹿利  

用しているように今迄使用されていない、．  

このような車から従来は疎抜力、人力による物腰的除茸法智東威するため、椎茸と競合して  

掛、飼料作物の選訳とか、碓葺の二赦盛期をさけて豪培する方法など、消極的姥葦防除について   

の研究七英鬼Lてきたか、都市近効築買轟か多筑化するに従って、飼料作与城培一対係の労力は益  

々貧弱となり、今迄の除豊法か限界にぎている尋や、瞼菱剤r）普及托伴って薬剤価格も低廉と  

なりつつあるので、これら凍原剤の店吊によって化蛍的に紙質を処理し、粗銅科生態の省力化   

を計る。   

2．試験方法  

（1）電型塵茸の防徐試威 → 土壌処理   

丁 対象雑草名  

畑地l奉性蔵屋－（メヒソハ、jデ、7カサ、ヒエ、ツユクサ等）  

イ 対象作物名  

背刈トウモロコシ  

ウ 薮 腐 法  

掻漆月日、4月4日、6月2‘1日（2桓1）  

裁培宵壁、畦巾7い叫．嫌ぷ60甜点描  

施肥凄（i0¢当）、腰肥2．000k伊、化成1号4q柏  

エ 処 〕翌 ・－  

シマノン痙剤、PUP麓削、ニップ粒剤、触、シマタン水溶剤、P（〕P水溶剤、ニ  

ッブ乳剤．完全除草、計8区、18±8P、1Ⅰ）≒2．257刀×4．2？花＝9．45・ガ 3B判   



オ 10α当薬剤使用崖（標準処方）  

薬品芸分   10α当僕用嚢  全左価格  ・成分含有法  10α当使吊蟄  仝左価格  成分含有：署   

シマ ノ ン   4 kg   442円   1 ラ¢   100グ   2 90円   50  喀   

P．U．P．   3 k才   266円   25 9ら   1kダ   224円   86  痴   

ニ  ッ   フ   3 毎   革95円   7 ％   
25 協  

ユ．0 0 0CC   7 30円  
（水和剤ト  

カ 駒全項自  

主葵雑草の発生消息処理方塵電発生意とその穏簸、処理前後の気象、・作物関係嘩  

害、生育、収煮）  

（21 冬塊椎茸の防除試験，→ 士洩処理   

ア 斉丁象雑貨名  

畑地越年性雑葛（ナズナ、ハコベ、ノミノフスマ、ホトケノザ等）  

イ 対真作功名  

育刈エノ′くク  

ウ 安 堵 法  

諸種月日、ユ0月20ヒま、裁碑徳彦、瞳巾75用の準播、1q¢／5kダ、庵肥翠、骨  

刈とうもろこLと同じ。   

．ユ＿  

オ  A武威と同じ  

カ   

3・A試験結果（4月7日慮穂とうもろこL）  

（1jlガ当りク1主教組寅発生致と・草丈（5月22ヒト完全鹸葦区鱒おける猟査）  

鴫－  

J－／／  イヌ ビエ  ヒ   エ  カヤツリブサ   
区車rl． 

1－Jb茶   32ニ浣   27芯   2ぶ   11葦こ ，   ？ニ鑑   28太   
了」宣  ．6，泰  

2〔lc舵   1孜調   2】（：耽   10c沼   3c盈   3ごl止   24cJ托   5c乱   

380：牽   12太   32恵   3衣   25充   β太   3Z茶   1∠】二試  

2 i亘  
15ジー一己   18cⅦ   19cJ花   12こ：1   5亡皿   お・洗   1＆：孤   4c机   

530太   3G塞   68ノ匡   17茶   3乱蚕   44太   7芯   8カニ  

3 区  
25ぐノ∫エ   17c罰   2S（Ⅶ   19c取   8cR   1知見   26c舵   10cれ   

て17 ・！ん   3621；   27査   42フに   7二～た   23太   2（）木   22オく   9茶   

2〔）m   1むm   2：】ご品   14Cm   5α花   6c．耳．   23cれ   6（耽   

ー11」－   



刷 主賓雄遵の発鐘消長   

タ デ   ツユクサ   ヒ ここ  イ ヌビエ   ブーズブー   7■カザ  

発一生拐∃ 始   4．14   も 14   4＿ 25   5．  l   5．15  4．25  4．25   

■  啓瑚   6．15   7．28   7． 28   s＿ 5  6．2S   

， 終期   7． 3り  8．15  6．25  6．20  7．  8   

凍電期  陸稲胡   最盛期   左陀仝   7／8  
まて痛  まで？苦  K〕蓉す  じ   ヒエ、  
力あり  力あり  る以前  ツユク  

¢／25  サに抑  
精  要  ♂デ、  渡され  

ツユク  る   
サ、ァ  

カサに  
却正さ  
れるゝ  

川各処遡区において種痘か小ウモロコシに優先丁るまでの鳴過（蘭虫月か44．4，■ ヰ）  

・P。U。P   シLマジン′   シマノン  主プラ   ニッブ  P二u．p  
3．  4無処莞！  6  

液   粒  液   粒   7．   8．  

姥尽優先J）月日  
6／10  G／10  5／30  Gノ／5  6／5  6／10  

招稚より今上ま  ・67  67  5（l  62  62  tう7  

での所草日劇  



（5）収螢調査（44－ 7・28鋼・花時〉  

トウモロコシ収借（10α当湧牒）  

8・Pp   処j彗 区分   l．完全除葺  2・P意P  3・完〝  4．蕪処理  5完 舟  6完フ  7・完フ   

生茸重  5．142jくタ  3，364kク  2．634kg  2．603Kク  2．444lくダ  1．936kg  3．682kク  3，523kダ  
1区  

草 丈  295〇爪  280仇  280仇  275cm  290c爪  250珊  30（肋  280cれ   

生題煮  4．031  3，999  3．618  2．507  2．8S8  2．793  3．39（i  3．42も  
2区  

草 丈  295  300  280  270  270  275  275  275   

生霊査  4．031  Z．476  乳3Cl  1．777  2＿222  2．381  2，539  3．396  
3区  

草 丈  285  285  290  27（）  2gO  280  290  285   

平  生喜重  4．4Pl  3．280  3．184  2．296  2．518  Z．370  3．206  3．449   

均  草 丈  292  288  283  272  283  2（iS  288  280   

生輩違比審   1r）0  74．5  72．3  52．2  57．2  53．9  72，8  78．4   

推卓収嶺（10α当換第）   

ノン  ヱ   処理  6霹  7・ニ窟   8・PP  
区分  

広東粥∈革  0  581kg  565k9  752王甲  825kダ  5く19kg  375kg  190kダ   

区  いね科維養  0  371  130   70  114   57  187  143  

広：薬種茸  0  149  530  698  857  1．190  720  1．038   

区  いね科雑菱  0  270  48   89   25   0  22   32  

広葉二推考  0  1．059  992  813  887  594  932  590   

区  いね科塵葦  ヽ0  10  57   25   56   48  86   49  

広兼雑葦  0  596  696  754  856  778  676  606   

区  78   61   65   35  98   75  
平  
均   計  0  813  774  815  921  813  774  681  

比  率  0  99．7  94．9  100．0  113．0  99．7  94，9  83．5  



4・A試験結果（6月25EJ絹種とうもろこし）  

川1ガ当りの主賓雑草発生放と草丈（7月29日完全瞼葺区における調査）  

カヤツ   ヒ こ1．   
リグサ  ヒ エ  ナズナ   ノヽコベ  トキノ  〃デ  ツユ・ク  アカザ  その他   

1伯太   57衣  15太  17太   8：表  4衣   7太  13永  
1 区  

2′lつ左  

35c瓜  53c沼  ど7ロ花  34（刀花  62（Ⅶ  10c「犯  12c爪   5m   

18太   l太  24：本  18太  67太   45フ転  17太  16二泰：  
2 区  

5太  

51（へ爪  30【：胱  ′i5c乱  92c訊  9¢爪  12（Ⅵ！  57（皿  41（■机   

2太  45，：ニ   1：衣  27太  183召く  74太  31：女  2太   3太  12太  
3  区  

18c刀i  38cf花  20cガエ  38仇  9c珊  25（1爪  55c机  29仇  1c肌   

4B本  ．10太   6太  23塞   9太  S5太  42太   4水  16太   6太   l太  14：∃こ  
平 均  

271フm  47c椚  26c椚  39c択  77（m  9c糀  16c机   5（汲  56m  35（、爪  31c鶴   

1正当り発生総戯294太、葦丈は歯大のもの。  

（2） 処理前後の気象（△播種月臥（二）処理月日）  

‾ 壬  ら／l7  18   19   20   21   22   23 2 
上十  

25   26   Z7   2モ；  29   30  7．イ   2   

毎気瑠℃I  19．8  18．5  17．7  16．4  20＿5  20．6  20．3  21．3  2り．6  23．6  21．8  22／l  22．l  22．8  229  2a3   

降水景（画  28．1  22．5  42．8  36．3   52   0．5  4．2   1．7   

（3） 主恩維薯の発生消長  

メヒジハ   ヒ   ユ   ／ヽコベ   タ   デ   ツユクサ   ヒ   ニ亡   

発生朗始   7．   5   7．  5   7．  5   7．  5   7．   5   7．  5   

盛期   8，27   8．15   7．30   8．15   8．1－5   8．15   

終期  9．25   9．25   8 15 9、10   10．15  g．15   

上繁産の  ′・．＝≡■▼．  

：摘要  
下苺とな  で活力あ  
り枯死  り  

ー114．－   



（4） 各処理区とうもろこしは終始雑言把侶秒己Lた。  

（5） 塀畳調査（44，8－ 2 7E憫花時）   

トウモロコシ収景（10（l当換軍）  

埋  1．完全除葛  2P  3ル   
区＝  ．4塵処理  5γ蒜ル  6干蒜ア  7・ニ蒜ブ  8ア羞β   
生草蚤  4．317kダ  4．126k才  4．571kぎ  3．968kタ  3，968kg  4．285kg  3．714kg   4」285kp  

1匡  
甚   33血   330c爪   350cm   32血   33知   350）   320cm   132知   

生革壷  3．650   4・253   3．174  －3．55．5   4．412   3．587   4．1⇒0   3．777  

2区  
草 丈   325   335   310   310   31〔）   300   310   325   

生音速  4．190   3.L168 3．809   4．412   4．380   4．126   3，745   4．444  

3庄  
草 丈   330   310   31（I   300   350   300   31（〉   310   

生葦屋  4．i）52   4．116   3．851   3．978   4．253   3．999   3．883   4169  

平■  
均  貰 丈   330   325   323   310   332   317   313   320   

生馬標準比  iOO喀  101．6   95．0   9軋2   105，0   98．7   95．8   102．9ニ   

椎茸収意（10α当換算）   

処蓮  ジン   7   
7・ニ   乱P■P   

区分  1完7 ≠岩  2・P●設P  3・完勇  4．無処腰   5・ 6干蒜   

広葉雑草   P   0   41   222   127   254   171   213  
1区  
いね科維葦   0   400k詳   292   479   248   25‘よ   181   330   

広葉・練葦   0   67   86   79   225   73   140   194  
2区  
いね科雑草   0   二116   全57   452   2g2   302   156   327   

広葉雑草   0   76   209   295   254   159   25   98  
3区  
いね科痛遥   0   241   70   108   48   l11   3て   20巧  

広東種遵   0   143   336   596   606   486   336‘   505   

区   いね料雑考   0   1．057   619   1．012  588   667   375   863   

平   合  訂「   0   1．20（I   955   1．608   1．194   1．153  711   1．368  
均  
磯韓比審   0  74．6  59．4   100裔   74．3   71．7   44，2   85．l  



5． B試成績果（10月22日播種青刈エソバク）  

ll）処理別雑苺発生量調査（α当）   

・雑喜是調査（α当） 45・4・10▲調査   

（1上り  

ナ ズ ナ  ′ヽ  コ  ′く  ノミノフスマ  スズメノチッポウ  

太 政  収儲列■  太 数   収感炭）  太：款 －  取窃ダ）   太教  収磯伊）   

p U P 粒   2．434   4．762   138  899   106   53   岳5   1（16．   

P UP 液   5．725  12・487   254   741  51f  5：Z9   201   37r〉   

ニ ッ プ粒   ＄．995   9．630   508   L270   910   ∴1．164   349   ノ！23   

こ．ア ブ液   l．111   1．058   222   1．27†）   307   317   138   159   

シマジン 拉   3．270   5．291   233  1．005  1（）6   53  476   688   

ゾマリン 液   1．799   1．958  11  63   159   

撫 処  理   16，29f〉  17．566  1．9∂9   13J57  44 4  741                                    12．4吊7  2・1．33g  

ナ ズ ナ  ハ  ＝J  ベ  ノ ミノフスマ  スズメノテ ソポウ  

太鼓   収景励   衣 数   収演劇  本 数   牧磁針   太 政  収虫釦   

P U：P 鷹   5．238  1乙月】1   116   l．481   423   1．323   159   529   

Ⅰ）U j）濫   5．725  1Z．487   254   741   519   529   01   370   

ニ ッ 7 庖   7．333  】7．143   275   2．381   889   2．593   169   529   

エ ツ ブ1灰   995   2．0】l   2】2   3▼1ブ2   265   2．328   53   212   

シマノン∵規   15．608  21．852   476   4．762   3，05R   

シマジン 戚   4．952   6．190   190   423   

無 処  ．哩   1臥4 97  28．57   1－058   4こ8（58   75   3．280  5p3   2．169              265  ユ汽〔）  l（19  



ナ ズ ナ  ノヽ  ＝r ・べこ  ノ ミノ フ．スマ   スズメノチッポウ  

太 数  収塊グ）  本数  収剋の  太故  収感動  太緻  収凰創   

P CI）粒   5．132  5．820  233  7∠11  180  159  159  317   

P UJP 沼   1．037  2．6・16  127  688   106  159  11年  265   

ニ ッ ブ壷   16．4g7  30．＄・17  434  3．439  1．302  2＿222  339  1．111   

ニ ッ ブ 液   1．005  899  307  l．111  349  317   42  1【16   

シマ ノン粒   1．820  2．487  180  582  116  265   53  370   

シマノ 2．667  3．862  169  212  106  106   

ニ僚              42  1（）6  衷モ 処 二哩  13．714  18．730  一tO2  2．751  1．016  2．G4 6  677  2．646  



（7．125）   



（スズメノチッポウ）  

1．000  

900  

800  

700  

60（）  

500  

400  

粒   

（3） α当り合計維革発生太数ならびに錐尊慮鹿  

無  二哩   

シマノ ン粒   

ニ ッ ブ拉  
l   

P U P 粒   

S．000 10．000 15000 2000025000  30000  35α）0  40   

－∵し19－一   



川 エン㌧パク骨董収東胡査は大株が多く実施で普なかうた。  

6．考  察  

（1）A試験（4月7日播種とうもろこし）  

ア 瞼草効果  

完全除判茎以外の武威区でほ播稚後約60日前後において舶かトウキ占コシに濠先  

し、士魂処理1剋のみで除葺効果をあげることほ園簸であることか解った。初姐てセッ  

プ液剤区がやゝ除草効果を恐あたか、後擾匿いたり残存のの椎茸か繁茂して、差かすく  

なくなった。  

イ 作物の薬害および生行状蟄  

要害は認めなかった。収±登は完全鹸軍区と比較し七78」52渇で、洒足できるもの  

ほないか、p UP液．粒とニッブ液1丞がやゝ優っていた。  

り 実用化に対する所見  

土盛処理のみで除貨物呆をあげることは困難であることが耶りたので、この種英剤の  

有効朋間の切れる30－40日頓に物理的除去（由耕）な加味してやることにより、か  

なりの成果をあげうるものと考える。尚、雑草処理七併伺することについては沃年鑑に  

おいて実施する計画である。  

（2）A試験（6月24日痛確とうもろこし）  

ア 除茸効果  

嬢増収愚から見ると、無処相生100忙対して4‘1～B5と処望区の方かすくなくな  

っているが、トウモロコシの音刈収嶺把おいては処理区と無処理区の間虹差か殆んど認  

められない。  

これほ4月蒔のトウモロコシは開花刈取までの所婁日放か115日を棄したの把対し  

て6月熟ま64日間であり、終始トウモロコシが雑草陀僚先し、作物の生喜連段が牒い  

ため雑草な押える効果も手伝ったものと考える。ニッブ淑、シマノン粒区か維董収壷の  

すくない夢から、やゝ効果かあったものと認められる。  

イ 作1冴の痛苦および生哲収哀  

感寄は認めなかりた。収吏の面で；ま差か認められなかった。  

り 実用化に対する所見  

6月蒔とうもろこしは生腎虚監か早く、収憂的把は除草剤の効果は現われなかったか  

10α空＝・000kタ程度の婚華は憫卿収壷K可成りの影響のぁることは確かであるから、  

－】2 U－   



30－40日後に1匝！の申耕除遵或は薬剤による媒質処理は必凛と考える。  

（3）8試験（10月22Eり穏種青刈エソバク）   

7 療卓効果  

各除草剤とも可成りの効果を認めたか、シマノン薇、ニッブ液の効果が頗薯であった。  

■ シマノン液と比較してニッブ液はハコベに対する効果は低いか、ナズナに対しては効果  

か高かった。  

畑地に便用する場合、粒剤よりも液剤の方が効果は高い。  

イ エンバクに対する薬害は認められなかった。  

り 実用化に対する所見  

硯状においてはシマノン液剤処理が適当と考える。   


